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受
章
者
は
、
永
年
に
わ
た
り
国
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
等

の
災
害
か
ら
防
御
す
る
と
と
も
に
、

消
防
力
の
強
化
・
拡
充
に
尽
力
し
、

社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
及
び
業
界

の
発
展
に
寄
与
し
た
消
防
関
係
の

方
々
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
は
、
昨
年
度
末
ま

で
永
き
に
わ
た
り
兵
庫
県
消
防
協
会

長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
元
三

田
市
消
防
団
長
の
関
山
巧
氏
（
現
協

会
名
誉
会
長
）
が
栄
え
あ
る
瑞
宝
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

〈
兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
労
）〉

◎
瑞
宝
小
綬
章

　

元
三
田
市
消
防
団

　
　
　

団　

長 

関
山　
　

巧

　

元
明
石
市

　
　
　

消
防
正
監 

河
原　

麭
行

　

叙
勲
の
伝
達
式
は
、
平
成
二
二
年

一
一
月
一
〇
日
（
水
）
午
前
一
一
時

一
五
分
よ
り
日
本
青
年
館
大
ホ
ー
ル

に
て
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
総
務
副

大
臣
か
ら
各
代
表
者
に
叙
勲
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

《
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
》

　
　

瑞
宝
小
綬
章　
　
　
　

四
四
名

　
　

旭
日
双
光
章　
　
　
　
　

三
名

　
　

瑞
宝
双
光
章　
　
　

一
〇
六
名

　
　

瑞
宝
単
光
章　
　
　

四
九
〇
名

　
　
　
　

計　
　
　
　
　

六
四
三
名

　

元
加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長 

井
上　

正
幸

　

元
尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

織
部　

義
晴

　

元
神
戸
市
西
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

金
月　

賢
司

　

元
出
石
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

久
木
田
雅
典

　

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

小
林　
　

茂

　

元
神
戸
市
西
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

竹
内　

一
郎

　

元
篠
山
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

寺
本　

則
明

　

元
芦
屋
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

中
路　

則
昭

　

元
芦
屋
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

縄
岡　

徹
次

　

日
本
全
国
で
操
法
技
術
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
決
め
る
第
二
二
回
全
国
消
防

操
法
大
会
が
蒲
郡
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

（
愛
知
県
蒲
郡
市
）
で
一
一
月
一
二

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
出
場
隊
、
応
援
者
な
ど
約
五
、

〇
〇
〇
人
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

各
都
道
府
県
の
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
精
鋭
（
ポ
ン
プ
車
の
部
二
三
隊
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
二
三
隊
）
達
が
、

そ
の
卓
越
し
た
操
法
を
披
露
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
か
ら
は
、
福
崎
町
消
防
団

が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
一
六
番
目
に

操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
福
崎
町
消

防
団
の
操
法
は
、
力
み
、
気
負
い
と

い
っ
た
も
の
が
な
い
、
自
然
な
操
法

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
目
が
奪
わ

れ
る
と
と
も
に
、
真
に
操
法
の
基
本

を
身
に
付
け
た
姿
そ
の
も
の
で
し

た
。
そ
の
結
果
、
総
合
得
点
九
〇
点

を
は
じ
き
出
し
、
見
事
悲
願
の
優

勝
、
兵
庫
県
代
表
と
し
て
初
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
の
優
秀
選
手
に
二
番
員

と
し
て
出
場
し
た
水
田
政
晴
さ
ん
が

選
ば
れ
る
な
ど
、
兵
庫
の
消
防
操
法

技
術
の
高
さ
を
改
め
て
全
国
の
方
々

に
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
福
崎
町
消
防
団

か
ら
の
寄
稿
及
び
大
会
結
果
を
二
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
瑞
宝
双
光
章

　

元
尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

団　

長 

生
越　

敏
雄

　

元
高
砂
市
消
防
団

　
　
　

団　

長 
山
本　

良
樹

　

元
姫
路
市

　
　
　

消
防
正
監 

清
水　

敏
昭

◎
瑞
宝
単
光
章

　

元
朝
来
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

阿
野　

保
司

　

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

野
田　

泰
弘

　

元
高
砂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長 

萩
原　

甫
昭

　

元
小
野
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

松
尾　

義
久

　

元
加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長 

宮
永　
　

宏

　

元
西
宮
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長 

山
田　
　

茂

　

大
会
次
第

一　

選
手
団
入
場（
九
時
〇
〇
分
）

二　

開
会
式
（
九
時
一
五
分
）

　

①
日
本
消
防
協
会
旗
入
場

　

②
開
会
宣
言

　

③
国
旗
掲
揚

　

④
優
勝
旗
返
還

　

⑤
主
催
者
挨
拶

　

⑥
来
賓
祝
辞

　

⑦
歓
迎
の
辞

　

⑧
競
技
上
の
注
意

　

⑨
選
手
宣
誓

三　

選
手
団
退
場

四　

操
法
開
始（
一
〇
時
〇
〇
分
）

五　

休
憩

六　

操
法
終
了

七　

訓
練
展
示

八　

表
彰
式
（
一
六
時
〇
〇
分
）

　

①
審
査
結
果
発
表

　

②
表
彰

九　

閉
会
式
（
一
六
時
二
〇
分
）

　

①
万
歳
三
唱

　

②
国
旗
降
納

　

③
閉
会
宣
言

第
二
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会

�

福
崎
町
消
防
団
が
初
優
勝
の
快
挙
達
成
！

　
平
成
二
二
年
秋
の
叙
勲
が
一
一
月
三
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）
は
、
全
国
で
六
四
三
名
、
う
ち
兵
庫
県
で
は
、

元
消
防
団
員
・
職
員
二
〇
名
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
二
年
秋
の
叙
勲
（
消
防
関
係
）

�

伝
達
式
が
挙
行

小型ポンプの部で優勝した福崎町消防団

伝達式に参列された方々
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こ
の
度
の
栄
え
あ
る
兵
庫
県
初
の

全
国
制
覇
に
あ
た
り
福
崎
町
消
防
団

の
大
野
孝
朗
団
長
よ
り
全
国
消
防
操

法
大
会
優
勝
に
あ
た
っ
て
の
コ
メ
ン

ト
と
皆
さ
ま
へ
の
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

福
崎
町
消
防
団

　

大
野
孝
朗
団
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

出
場
直
前
、
兵
庫
県
の
応
援
団

は
、
異
様
な
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
の
表
情
は
、
不

思
議
な
く
ら
い
落
ち
着
き
は
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
し

て
く
れ
る
予
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
よ
っ
し
ゃ
～
行
こ
う
」
と
気
合

を
い
れ
て
操
法
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
競
技
中
、
大
会
に
至
る
ま
で
の

様
々
な
思
い
と
、
庄
分
団
の
魂
の
込

も
っ
た
操
法
を
見
て
い
る
と
自
然
と

涙
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
得
点
が
映
し
出
さ
れ
、
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
る
と
応
援
団
か
ら
大
き
な
歓

声
が
沸
き
あ
が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
握

手
す
る
姿
や
抱
き
合
う
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
の
出
場
隊
の
得
点
が
発
表
さ

れ
た
直
後
、
足
の
震
え
を
止
め
る
の

と
涙
を
堪
え
る
の
で
精
一
杯
で
し
た
。

　

兵
庫
県
勢
と
し
て
初
、
福
崎
町

消
防
団
初
出
場
で
の
優
勝
に
一
役

を
担
っ
た
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
る

と
と
も
に
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
、

福
崎
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
行
政

の
方
々
や
福
崎
町
消
防
団
の
諸
先
輩

方
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

関
係
各
位
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
し
た
。
最
後
に
、
庄
分
団
員
諸

君
に
、
周
り
の
人
を
感
動
さ
せ
る
操

法
、
魂
の
操
法
を
披
露
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
締
め
く
く
り

ま
す
。

お
礼
の
言
葉

　

こ
の
度
、
第
二
二
回
全
国
消
防
操

法
大
会
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
に
お

き
ま
し
て
、
初
出
場
し
た
福
崎
町
消

防
団
は
兵
庫
県
と
し
て
も
初
め
て
優

勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
兵

庫
県
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に

「
魂
の
操
法
」
を
展
開
し
た
結
果
、

嬉
し
い
ご
報
告
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
幸
せ
に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
経
験
を
今
後
の
消
防
団
活

動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

益
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

出
場
選
手
コ
メ
ン
ト

�

指
揮
者　

城
谷
博
紀

　

目
標
と
し
て
き
た
全
国
大
会
出
場

が
、
優
勝
と
い
う
最
高
の
結
果
で
ご

報
告
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
兵
庫
県
代
表
と
し
て
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
ね
ば
と
気
負
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大
会
当
日
は
落
ち
着
い

て
操
法
を
展
開
で
き
た
こ
と
が
勝
利

に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
苦
い
思
い
も
た
く
さ
ん
し
て
き
ま

し
た
が
、
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
に

恵
ま
れ
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着
け
ま

　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り

消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
努
力

し
、
消
防
の
発
展
に
大
き
く
授
与
さ

れ
る
藍
綬
褒
章
は
全
国
で
六
七
名
、

う
ち
兵
庫
県
で
は
姫
路
市
家
島
町
消

防
団
の
上
西
団
長
が
受
章
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
平
成
二
二
年
一
一
月

一
二
日
（
金
）
に
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

「
錦
華
」
の
間
に
お
い
て
平
成
二
二

年
秋
の
褒
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
消

防
庁
長
官
か
ら
代
表
者
に
褒
章
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

《
兵
庫
県
下
受
賞
者（
消
防
功
労
）》

　

◎
藍
綬
褒
章

　
　

姫
路
市
家
島
町
消
防
団

　
　
　
　

団　

長 

上
西　

一
夫

　

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら

防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ
た
り
著

し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
す

る
と
と
も
に
消
防
力
の
強
化
、
充
実

に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の
発
展
に
貢
献

し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
、
全
国
で
瑞
宝
双
光
章

四
二
六
名
、
瑞
宝
単
光
章
一
九
四

名
、
計
六
二
〇
名
、
う
ち
兵
庫
県
関

係
で
は
、
二
一
名
の
消
防
職
員
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

　

◎
瑞
宝
双
光
章

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
正
監 

有
田　

博
行

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
正
監 
井
上　

繁
夫

　
　

元
加
古
川
市

　
　
　

消
防
監 

大
西　

隆
司

　
　

元
加
古
川
市

　
　
　

消
防
監 

長
田　

英
男

　
　

元
北
但
行
政
事
務
組
合

　
　
　

消
防
司
令
長 

岸　
　

俊
郎

　
　

元
小
野
市

　
　
　

消
防
監 

田
中　

眞
司

　
　

元
姫
路
市

　
　
　

消
防
司
令
長　

中
塚　

哲
郎

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
正
監 

南
部　

達
夫

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
正
監 

西
村　

幸
造

　
　

元
姫
路
市

　
　
　

消
防
監 

丹
羽　

慶
治

　
　

元
宝
塚
市

　
　
　

消
防
監 

古
野　

末
雄

　
　

元
西
宮
市

　
　
　

消
防
監 

前
田　

勝
一

　

兵
庫
県
代
表
と
し
て
初
の
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
福
崎
町
消
防
団
の
出
場

隊
員
を
は
じ
め
嶋
田
町
長
、
大
野
団

長
ほ
か
一
六
名
が
一
二
月
九
日
に
県

庁
を
訪
れ
、
知
事
に
全
国
大
会
優
勝

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
野
団
長
か
ら
全
国
大
会
優
勝
の

報
告
が
な
さ
れ
、
井
戸
知
事
か
ら
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
「
悲
願
の
全
国
大

会
優
勝
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
大
野
団
長
、
出
場
選
手
に
お

祝
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
野
団
長
は
「
連
覇
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
ま
す
。」

と
次
の
大
会
に
向
け
て
の
熱
い
決
意

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

一
番
員　

難
波
昌
宏

　

大
会
の
数
日
前
か
ら
思
い
ど
お
り

い
か
ず
、
一
人
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る

の
を
必
死
で
隠
し
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
大
会
で
も
一
番
緊
張
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

ミ
ス
が
あ
る
な
か
で
も
リ
カ
バ
ー
が

で
き
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
得
点
が
で
る
ま
で
は
不
安
で
し

た
が
、
結
果
が
出
た
瞬
間
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。

　�

二
番
員　

水
田
政
晴

　

全
国
消
防
操
法
大
会
で
は
優
勝
、

さ
ら
に
優
秀
選
手
賞
ま
で
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ

ま
の
ご
協
力
ご
声
援
の
お
陰
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
一
発
勝
負
の
操
法

で
先
輩
か
ら
教
え
て
頂
い
た
の
は

「
練
習
量
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
。
何

回
も
練
習
し
て
、
練
習
し
た
事
を
平

常
心
で
、
そ
の
ま
ま
大
会
で
や
る
だ

け
や
！
」
で
し
た
。
全
国
大
会
ま
で

勝
ち
進
み
、
優
勝
で
き
た
の
は
分
団

員
の
み
ん
な
や
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
礎

と
厳
し
い
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
勝
ち
取
っ

た
全
国
大
会
優
勝
は
兵
庫
県
・
神
崎

郡
・
庄
地
区
の
全
て
の
関
係
者
の
努

力
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　�

三
番
員　

岡
本
健
司

　

地
区
大
会
か
ら
全
国
大
会
ま
で
支

援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中

で
も
、
毎
回
練
習
に
付
き
合
っ
て
い

た
だ
い
た
指
導
者
の
皆
さ
ん
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。
厳
し
く
、
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
操
法

は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
も
成
長
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
連
覇
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

吸
管
補
助
員　

西
井
丈
博

　

一
年
間
に
わ
た
る
訓
練
は
大
変
で

し
た
が
努
力
し
て
実
っ
て
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
一
番
近
く
で
番
員
の
努

力
を
見
て
き
た
の
で
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
に

は
分
団
員
全
員
の
努
力
、
Ｏ
Ｂ
の
ご

指
導
、
家
族
の
理
解
、
福
崎
町
本
部

幹
部
の
協
力
、
県
防
災
各
位
の
方

針
、
中
播
消
防
署
職
員
の
方
々
の
厳

し
い
チ
ェ
ッ
ク
、
ど
れ
が
欠
け
て
も

日
本
一
に
な
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
意
味
で

優
勝
の
メ
ダ
ル
の
重
み
が
尚
更
重
く

感
じ
ま
す
。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
二
年
度

�

秋
の
褒
章
伝
達
式

　
～
平
成
二
二
年
秋
の
褒
章
が

�

一
一
月
三
日
に
発
令
～

　
　

元
姫
路
市

　
　
　

消
防
司
令
長　

松
原　

康
雄

　
　

元
尼
崎
市

　
　
　

消
防
監　
　
　

光
石　

恒
明

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
監　
　
　

皆
木　

喜
一

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
正
監　
　

森
本　
　

宏

　
　

元
北
但
行
政
事
務
組
合

　
　
　

消
防
司
令
長　

安
井　

文
雄

　
　

元
神
戸
市

　
　
　

消
防
正
監 

山
本　

忠
利

　
　

元
西
宮
市

　
　
　

消
防
監 

米
田　
　

勝

　

◎
瑞
宝
単
光
章

　
　

元
三
木
市

　
　
　

消
防
司
令
長 

稲
見　

雅
和

　
　

元
朝
来
市

　
　
　

消
防
監 

高
見
駿
太
郎

小型ポンプの部結果一覧

順位 種別 都道府県名 出場消防団名 総合得点 タイム（秒）

1 優　勝 兵庫県 福崎町消防団 90.0 41.97 

2 準優勝 岡山県 和気町消防団 89.0 41.80 

3 準優勝 広島県 福山市消防団 85.0 42.09 

4 準優勝 新潟県 新潟市消防団 85.0 44.47 

　
第
二
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会

　
　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　
　
優
勝
　
福
崎
町
消
防
団
！�

（
一
面
参
照
）　

お
め
で
と
う
！
あ
り
が
と
う
！　

福
崎
町
消
防
団
　
井
戸
知
事
を
表
敬

第
一
五
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
二
年
一
一
月
三
日
に
発
令

歓喜の瞬間

井戸知事との記念撮影
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南
あ
わ
じ
市
は
兵
庫
県
最
南
端
の

市
で
あ
り
、
平
成
一
七
年
一
月
一
一

日
に
三
原
郡
緑
町
、
西
淡
町
、
三
原

町
、
南
淡
町
が
合
併
し
て
誕
生
。
合

併
後
の
人
口
は
約
五
五
、〇
〇
〇
人

と
な
り
面
積
、
人
口
と
も
淡
路
島
最

大
の
市
と
な
り
ま
し
た
。

■
女
子
大
学
生
消
防
団
員
誕
生

　

神
戸
市
で
は
こ
の
度
、
平
成
二
二

年
四
月
一
日
付
で
消
防
団
条
例
を
改

正
し
在
学
要
件
を
追
加
。
神
戸
市
須

磨
消
防
団
で
は
さ
ら
な
る
消
防
団
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
須
磨
区
内
在

学
の
大
学
生
に
対
し
て
入
団
促
進
を

働
き
か
け
、
一
〇
月
一
日
付
で
神
戸

女
子
大
学
の
四
名
の
大
学
生
の
消
防

団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
女
子
大
学

か
ら
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
、
密

着
し
た
地
域
防
災
へ
の
貢
献
を
目
指

し
た
取
組
み
は
神
戸
市
内
で
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

■
須
磨
消
防
団
初
の
消
防
団
登
録
事

業
所

　

神
戸
女
子
大
学
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
地
域
防
災
活
動
へ
の
貢
献
と
在
学

団
員
へ
の
理
解
協
力
に
対
し
て
、
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
基
づ

き
『
消
防
団
協
力
事
業
所
』
表
示
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
事
業
所
で
は
、
市
内
で
初
め

て
大
学
が
登
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

■
在
学
団
員
と
い
う
消
防
団
員

　

全
国
的
に
は
既
に
大
学
生
の
消
防

団
員
が
活
躍
し
、
消
防
団
活
動
の
一

躍
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

神
戸
女
子
大
学
在
学
団
員
に
お
い

て
も
然
り
、
神
戸
市
須
磨
消
防
団
の

新
た
な
戦
力
と
し
て
、
若
い
活
力
と

柔
軟
な
創
造
性
を
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
消
防
団
活
動
や
地
域
に
貢
献

し
て
い
け
る
と
い
う
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
実
際
の
災
害
現
場
へ
出

動
の
機
会
は
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
支
援
や

防
災
啓
発
な
ど
市
民
向
け
の
新
た
な

広
報
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

■
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
地
域
貢
献
の

か
た
ち

　

今
回
の
在
学
団
員
の
入
団
に
あ

　

私
は
、
平
成
二
二
年
四
月
に
香
寺

町
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
入
団

す
る
ま
で
は
活
動
の
内
容
も
分
か
ら

ず
、「
少
し
面
倒
く
さ
い
」
と
い
う
よ

う
な
印
象
も
有
り
ま
し
た
が
、
入
団

し
て
か
ら
は
、
ま
ず
、
小
型
ポ
ン
プ

の
点
検
方
法
や
ホ
ー
ス
の
延
長
方
法

な
ど
を
先
輩
方
か
ら
教
え
て
頂
き
、

�

香
寺
町
消
防
団
に
入
団
し
て

　
　

姫
路
市
香
寺
町
消
防
団

 

　

須
加
院
分
団　
　
　

 

磯
合
和
貴

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈34〉〈34〉

改
め
て
今
日
ま
で
こ
れ
ら
の
先
輩
の

方
々
が
、「
災
害
か
ら
地
域
の
安
全

を
守
っ
て
き
た
こ
と
」
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
六
月
に
は
、
香
寺
町
消
防

団
で
行
わ
れ
る
消
防
操
法
大
会
に
、

私
が
須
加
院
分
団
の
二
番
員
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
の
頃
に
は
、
週
に
数
日
程
度
の
練

習
で
、
そ
れ
で
は
選
手
達
の
呼
吸
す

ら
合
わ
ず
、
一
つ
一
つ
型
に
す
る
の

が
や
っ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
先
輩
の
方
々
に
夜
遅
く

ま
で
付
き
合
っ
て
も
ら
い
、
ご
指
導

し
て
い
た
だ
く
間
に
、
自
分
を
含
め

選
手
一
人
一
人
に
、「
が
ん
ば
っ
て
、

絶
対
入
賞
し
て
や
る
」
と
い
う
思
い

が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
練
習
の
回
数
も
自
分
た
ち
で
相

談
し
て
出
来
る
だ
け
増
や
す
と
、
タ

イ
ム
も
練
習
毎
に
新
記
録
が
出
る
よ

う
に
な
り
、
選
手
の
息
も
ピ
ッ
タ
リ

合
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
入

賞
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
一
人
一
人
が
全
力
を
出
し

切
る
こ
と
が
出
来
、
大
き
な
達
成
感

を
持
ち
、
新
た
に
「
こ
の
須
加
院
分

団
で
地
域
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と
い

う
決
意
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
化
が
進
む
今
、
消
防

団
活
動
を
通
し
て
私
た
ち
消
防
団
員

が
出
来
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
有
る
と

思
い
ま
す
。
分
団
長
や
先
輩
方
か
ら

学
ん
だ
事
を
少
し
で
も
今
後
の
消
防

団
の
活
動
に
活
か
し
て
、
香
寺
町
消

防
団
の
一
員
と
し
て
、
責
任
と
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
丹
市
は
、
県
の
南
東
、
猪
名
川

と
武
庫
川
に
挟
ま
れ
た
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
。
市
の
面
積
は

二
五
、〇
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
は
一
九
六
、〇
〇
〇
余
人
を
数

え
、
阪
神
間
の
中
核
都
市
と
し
て
発

展
し
、
今
年
で
市
政
七
〇
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
市
の
東
部
に
は
大
阪
国

際
空
港
が
あ
り
、
先
端
技
術
産
業
が

多
数
立
地
す
る
一
方
、
特
産
品
の
南

京
桃
を
は
じ
め
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

提
供
す
る
植
木
産
業
も
盛
ん
で
、
江

戸
時
代
の
酒
造
業
や
俳
諧
文
学
の
栄

え
た
地
と
し
て
の
古
き
良
き
伝
統
と

文
化
が
息
づ
く
ま
ち
で
す
。

　

本
市
消
防
団
は
、
明
治
四
二
年

「
伊
丹
消
防
組
」
と
し
て
発
足
し
、

昭
和
二
三
年
「
伊
丹
市
消
防
団
」
と

し
て
自
治
体
消
防
体
制
と
な
り
、
現

在
は
、
岸
谷
消
防
団
長
以
下
、
一
団

本
部
六
分
団
一
〇
二
名
で
地
域
に
密

着
し
た
防
火
防
災
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
局
地
的
な
集
中
豪

雨
が
各
地
で
多
発
い
た
し
ま
し
た

が
、
本
市
で
も
平
成
六
年
九
月
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
時
間
降
雨

量
百
ミ
リ
を
超
す
雨
量
を
観
測
し
市

内
大
半
が
水
浸
し
と
な
り
、
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
苦
い
経

験
も
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
今
年
は
長
引
く
猛
暑
に
よ

り
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人

の
数
が
激
増
す
る
な
ど
、
自
然
の
異

変
と
脅
威
を
改
め
て
感
じ
る
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
、
記
録
的
な
猛
暑
か
ら
一

転
、
木
々
の
紅
葉
を
楽
し
む
暇
も
な

い
ま
ま
冬
の
訪
れ
と
な
り
、
今
年
も

消
防
出
初
式
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。

　

本
市
の
消
防
出
初
式
は
、
昭
和

四
〇
年
代
ま
で
は
小
学
校
の
校
庭

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
関
西
屈
指
の
渡
り
鳥
の
飛
来
地

で
知
ら
れ
る
昆
陽
池
公
園
で
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昆
陽
池
公
園
は
市

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
好
立
地
と

市
民
参
加
型
の
消
防
出
初
式
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年

二
〇
〇
〇
人
を
超
す
来
場
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
恒
例
と
な
っ
た
幼
年
消

�

�

消
防
出
初
式
を
前
に

�
思
う
こ
と

　

伊
丹
市
消
防
団
副
団
長

久
保　

善
一

防
ク
ラ
ブ
員
の
観
閲
行
進
や
自
主
防

災
会
の
消
火
演
技
、
消
防
職
・
団
員

に
よ
る
一
斉
放
水
な
ど
に
加
え
、
兵

庫
県
消
防
操
法
大
会
出
場
団
員
に
よ

る
ポ
ン
プ
車
操
法
演
技
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
大
会
に
向
け
、
夜
間
や

休
日
に
訓
練
を
重
ね
た
成
果
を
多
く

の
市
民
に
披
露
し
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
少
な
い
消
防
団
活
動
を
身
近

に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

社
会
環
境
の
変
化
に
留
ま
ら
ず
、

四
季
の
移
ろ
い
さ
え
も
不
変
で
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
で
す
が
、
消

防
の
伝
統
と
心
意
気
は
変
わ
る
こ
と

な
く
守
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

た
っ
て
は
、
神
戸
女
子
大
学
の
ご
理

解
・
ご
協
力
と
、
在
学
団
員
の
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
意
か
ら
実

現
し
た
消
防
団
員
の
誕
生
で
す
。

　

今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
団
員

の
確
保
や
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
も
、
在
学
団
員
の
入
団
に
よ

り
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
、
事
業
所
と
力
を

合
わ
せ
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
活
性

化
で
き
、
幅
広
く
展
開
で
き
る
も
の

と
確
信
し
、
地
域
に
根
付
い
た
消
防

団
を
様
々
な
か
た
ち
で
取
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

わ
が
ま
ち
の
団
長
さ
ん

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
長

出
口　

智
康

 

新
し
い
力
　
大
学
生
の
地
域
貢
献
の
か
た
ち

神
戸
女
子
大
学
　
在
学
団
員
　
入
団
　

�

神
戸
市
須
磨
消
防
団

○172

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
は
こ
の
南
あ

わ
じ
市
誕
生
と
同
時
に
発
足
し
、
現

在
は
四
方
面
隊
、
五
九
分
団
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
二
四
台
、
小
型
動
力

付
積
載
車
八
三
台
、
団
員
数
二
，

一
九
〇
人
体
制
で
日
夜
消
防
活
動
に

精
励
し
て
い
ま
す
。

　

出
口
団
長
は
昭
和
六
四
年
に
旧

三
原
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
平

成
一
〇
年
に
退
団
。
そ
の
後
、
平

成
一
二
年
に
同
町
副
団
長
と
し
て
再

入
団
さ
れ
、
合
併
後
も
副
団
長
を
務

め
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
第

四
代
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
五
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
円
滑
な
消
防
防
災
活
動
の
た

め
、
旧
町
の
垣
根
を
越
え
た
、
災
害

時
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
対
応
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
ま
た
普
段
は
温
厚
な
人
柄

の
団
長
も
、
消
防
団
活
動
で
は
災
害

現
場
だ
け
に
限
ら
ず
日
頃
か
ら
の
消

防
団
員
と
し
て
の
規
律
を
重
ん
じ
、

時
に
は
厳
し
い
言
葉
も
か
け
ら
れ
ま

す
が
団
員
へ
の
配
慮
も
細
や
か
で
幹

部
・
若
手
を
問
わ
ず
信
望
が
厚
い
団

長
で
す
。

　

農
協
職
員
と
い
う
本
来
の
お
仕
事

の
傍
ら
、
消
防
団
活
動
に
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
日
々
多
忙
な
団
長
さ
ん

で
す
が
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
、
地
域
住
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
、
な
お
一

層
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

ポンプ操法の披露

消防団協力事業所表示証

神戸女子大学在学の女性消防団員
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篠
山
市
は
、
高
速
道
路
の
無
料
化

実
験
で
無
料
化
さ
れ
て
い
る
近
畿
自

動
車
舞
鶴
若
狭
道
、
大
阪
を
起
点
と

す
る
国
道
一
七
三
号
、
一
七
六
号
、

姫
路
か
ら
京
都
間
を
結
ぶ
三
七
二
号

及
び
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
な
ど
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
か
ら
、
京
阪
神
か
ら
一
時

間
ほ
ど
の
観
光
地
と
し
て
、
小
京
都

と
し
て
、
ま
た
、
居
住
エ
リ
ア
と
し

て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
国
指
定
史
跡

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
六
年

目
を
迎
え
る
平
成
二
三
年
一
月
一
七

日
（
月
）
に
、
風
化
し
が
ち
な
防
災

意
識
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発
信
し
、

一.

一
七
を
忘
れ
ず
に
語
り
継
ぐ
た

め
、
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
の
つ
ど
い

と
し
て
「
一
・
一
七
ひ
ょ
う
ご
メ
モ

リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
二
〇
一
一
」「
一
・

一
七
の
つ
ど
い
」「
交
流
ひ
ろ
ば
・

ス
テ
ー
ジ
」「
防
災
訓
練
」
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
篠
山
城
」
を
中
心
と
し
た
城
下
町

の
佇
ま
い
や
、
日
本
六
古
窯
の
ひ
と

つ
で
あ
る「
丹
波
焼
」な
ど
が
あ
り
、

季
節
ご
と
に
は
、
春
は
城
跡
周
辺
の

さ
く
ら
が
城
跡
と
相
ま
っ
て
と
て
も

美
し
く
、
夏
は
西
日
本
一
の
民
謡
の

祭
典
「
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
」
で
に
ぎ
わ

い
、
秋
に
は
篠
山
一
番
の
売
り
も
の

で
あ
る
黒
豆
の
枝
豆
、
松
茸
、
栗
、

米
、
山
の
芋
な
ど
の
味
覚
を
求
め
る

人
で
一
番
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
、
年
末
警
戒
や
年
明
け
に
は

出
初
式
を
控
え
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
普
段
に
も
ま
し
て
、
お

忙
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
福
崎
町
消

防
団
の
全
国
消
防
操
法
大
会
制
覇
の

快
挙
、
秋
の
叙
勲
、
秋
の
褒
章
、
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
つ
い
て
栄
え

あ
る
叙
勲
の
栄
に
輝
か
れ
た
方
々
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
号
へ
も
各
地
区
、
各

支
部
か
ら
多
数
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
あ
と
も
う
ひ

と
ふ
ん
ば
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
黒
豆
の
枝
豆
に
つ
き
ま
し

て
は
、
盆
地
特
有
の
気
候
が
か
も
し

出
し
ま
す
昼
夜
の
温
度
差
で
、
大
粒

で
味
わ
い
が
濃
厚
な
枝
豆
と
な
り
、

単
な
る
大
豆
の
枝
豆
と
は
一
味
も
二

味
も
違
っ
た
枝
豆
の
た
め
、
こ
の
味

覚
を
求
め
て
多
く
の
方
が
篠
山
を
訪

れ
る
た
め
、
市
内
に
通
じ
る
沿
道
で

は
、
取
れ
た
て
の
枝
豆
を
提
供
す
る

テ
ン
ト
が
多
く
軒
を
連
ね
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
は
ボ
タ
ン
鍋
が
特
産

で
、
近
年
で
は
毎
年
一
月
の
最
終
土

曜
日
に
は
材
料
と
な
る
い
の
し
し
を

メ
イ
ン
と
し
た
「
い
の
し
し
祭
」
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
盆
地
で
底
冷
え

の
す
る
篠
山
で
ボ
タ
ン
鍋
を
食
べ
て

い
た
だ
い
て
ほ
っ
こ
り
温
ま
っ
て
い

た
だ
く
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
篠
山
は
季
節
に

よ
っ
て
、
お
越
し
い
た
だ
く
皆
様
に

い
ろ
ん
な
顔
を
お
見
せ
し
ま
す
。

県
下
の
消
防
関
係
者
の
皆
様
、
そ
の

ご
家
族
の
皆
様
、「
今
度
の
週
末
、

ど
こ
に
行
こ
う
。」と
迷
わ
れ
た
ら
、

小
京
都
の
篠
山
に
是
非
お
越
し
下
さ

い
。

　

そ
し
て
、
季
節
ご
と
に
違
う
顔
を

お
見
せ
し
ま
す
の
で
、
時
期
を
代
え

て
何
度
も
お
越
し
下
さ
い
。
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
内
容

一�　

一
・
一
七
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア

ル
ウ
ォ
ー
ク
二
〇
一
一

　

①
一
般
コ
ー
ス

　

②
帰
宅
訓
練
コ
ー
ス

二　

一
・
一
七
の
つ
ど
い

　

① 

会
場
：
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
慰
霊
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前

　

② 

時
間
：
一
一
時
五
〇
分
～
一
二

時
三
〇
分
（
献
花
は
、
一
七
時

ま
で
実
施
）

　

③ 

内
容
：
黙
と
う
、
県
民
の
こ
と

ば
、
献
唱
、
一.

一
七
ひ
ょ
う

ご
安
全
の
日
宣
言
、
献
花
な
ど

三　

交
流
ひ
ろ
ば
・
ス
テ
ー
ジ

　

①
会
場
：
な
ぎ
さ
公
園

　

② 

時
間
：
一
〇
時
三
〇
分
～
一
五

時

　

③ 

内
容
：
防
災
啓
発
展
示
、
炊
き

出
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

四　

防
災
訓
練

　

①
会
場
：
な
ぎ
さ
公
園

　

②
時
間
：
一
三
時
～
一
五
時

　

③ 

内
容
：
参
加
型
防
災
訓
練
、
海

上
防
災
訓
練
の
見
学
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
先

　

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会

議
事
務
局
（
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
五
丁
目
一
〇
―
一
兵
庫
県
復
興
支

援
課
内
）

℡
〇
七
八
―
三
六
二
―
九
九
八
四

編
集
後
記

 

篠
　
山
　
市

 

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
の
つ
ど
い兵　

庫
　
県

冬はこれで暖まって下さい。ボタン鍋！

西日本一の民謡の祭典「デカンショ祭」

大粒で味わいの濃厚な黒豆の枝豆

城跡と相まって美しいさくら並木

平成２３年消防出初式日程表（１月実施分）
地区 実 施 日 市 町 名 開始時刻 場　　　　　　所 地区 実 施 日 市 町 名 開始時刻 場　　　　　　所

神戸
地区 １月９日（日） 神 戸 市 10：00 メリケンパーク

西
播
磨
地
区

１月９日（日）

相 生 市 9：30 中央公園及びポート公園

阪
神
地
区

１月８日（土）
西 宮 市 9：30 武庫川河川敷公園 た つ の 市 9：30 揖保川河川敷千鳥ヶ浜グラウンド

伊 丹 市 10：00 昆陽池公園多目的広場 上 郡 町 9：30 上郡町役場駐車場

１月９日（日）

尼 崎 市 10：00 尼崎市立中央中学校校庭 １月10日（月） 赤 穂 市 9：30 千種川河川敷公園

川 西 市 8：30 川西市立川西北小学校及び 
川西市文化会館 １月16日（日） 太 子 町 9：30 太子町総合公園

芦 屋 市 10：00 芦屋市立体育館及び川西運動場

但
馬
地
区

１月６日（木） 豊 岡 市 城 崎 9：00 城崎小学校体育館

宝 塚 市 10：00 宝塚市立末広小学校体育館

１月９日（日）

豊 岡 市 豊 岡 9：00 豊岡市民体育館

猪 名 川 町 9：30 猪名川町文化体育館 豊 岡 市 竹 野 9：00 竹野中学校体育館

東
播
磨
地
区

１月９日（日）

明 石 市 9：45 明石市役所周辺及び明石市民会館 豊 岡 市 出 石 9：30 出石文化会館ひぼこホール

加 古 川 市 9：00 加古川市防災センター及び 
加古川市防災センター西側河川敷 １月10日（月） 豊 岡 市 但 東 9：30 但東市民センター

高 砂 市 9：30 高砂市野球場周辺及び 
高砂市総合運動公園 丹

波
地
区

１月９日（日）
篠 山 市 10：00 篠山市立四季の森生涯学習センター

加 古 郡 
（稲美町、播磨町） 10：00 稲美町立天満東小学校グラウンド 丹 波 市 8：30 丹波市中央公民館

中
播
磨
地
区

１月９日（日）
姫 路 市 9：30 シロトピア記念公園

淡
路
地
区

１月９日（日）

洲 本 市 9：00 洲本市文化体育館

市 川 町 9：00 川辺小学校グランド 南 あ わ じ 市 9：30 三原健康広場グラウンド

１月16日（日） 福 崎 町 9：30 田原小学校グランド 淡 路 市 10：00 淡路市防災あんしんセンター 
多目的グラウンド


